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安芸国分寺周辺遺跡の発掘調査 
 

 

東広島市教育委員会生涯学習部文化課調査係 
（東広島市出土文化財管理センター）津田 真琴 

 

調査日：2023（令和 5年）年 8月 1日～8月 8日 

所在地：東広島市西条町吉行字尼寺 

調査面積：140㎡ 

調査主体：東広島市教育委員会 文化課 調査係  調査原因：住宅団地造成工事 

 

調査概要とみつかった遺構 

安芸国分寺周辺遺跡は、史跡安芸国分寺跡を中心とした低丘陵上に広がる弥生時代

から中世にかけての複合的な遺跡です。 

今回は住宅団地道路部分の小規模な発掘調査で、奈良・平安時代の遺物と考えられ

る布目瓦、須恵器、土師質土器の破片が出土しています。削平を受けていたため遺構

の残りはあまり良くないですが、柱穴状ピットや溝状遺構、性格不明の土坑などを検

出しました。 

 

まとめ 

 今回の対象地域は尼寺の字名が残るとおり、安芸国分尼寺が近くにあったのではな

いかと想定されているエリアです。 

発掘調査した結果は、水田造成により旧地形が削平されていたため、わずかに柱穴

状のピット数点と溝状遺構、不整形な土坑が残るのみでした。溝状遺構は北半に L字

状に残存しますが全容は復元できず、柱穴状ピットについても明確な建物配置は復元

できませんでした。 

 しかしながら、遺物は布目瓦や須恵器の破片が出土したことから、奈良～平安時代

頃の瓦葺建物が近くに存在していた可能性があります。いずれも小片で詳細な時期ま

では特定できませんが、尼寺の遺称地名にふさわしい遺物といえます。 

また、現地は発掘調査した水田から北西へ向かって徐々に標高が上がり、調査範囲

を見下ろす低丘陵上に西楽寺というお寺が建立されています。周辺の地形からみて、

おそらく主要な遺構はこの西楽寺との間にある緩斜面に広がるものと考えられます。

今後の近隣の発掘調査で安芸国分尼寺の発見が期待されます。 

  

 

 

 



 
安芸国分寺周辺遺跡  史跡安芸国分寺跡   今回の発掘調査地点 

 

計画地完掘状況（南から）      柱穴状ピット    L字に残る溝状遺構 

西楽寺遺跡  瓦葺建物が存在か？ 
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西中郷遺跡の発掘調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人 広島文化財センター　濵岡 大輔

調  査  日 ：2023 年 4 月 3日～ 25 日
所  在  地 ：東広島市西条町田口字西中郷
調査面積：392.5 ㎡
調査原因：宅地造成工事

調査の概要
　本調査区は、ほぼ中央付近（X＝‐178384ｍ）が土地の境界で、県道 331 号線に面し
た北側の土地は宅地で、南側の土地は水田でした。調査区南側の水田の下には、粗粒砂
からシルトまで様々な粒度の砂が堆積していることから、西から東側へと流れる古河川
による河川氾濫によって形成された土地であることが確認できました。
　今回の調査では土坑４基、柵列１条、掘立柱建物跡２棟、溝状遺構２条、落ち込み状
遺構３基、ピット（小穴）を検出しました。出土した遺物は、磁器皿、陶器碗、土師質土器甕・
鍋・擂鉢、須恵器・弥生土器の土器類や金属製品の簪（かんざし）があります。
　調査区の南側で検出した、掘立柱建物跡（SB1・2）や柵列（SA1）、厠跡または肥溜め
と考えられる土坑（SK1・2）は、出土遺物と配置から 18世紀後半以降の農家の家屋と
それに附属する施設と考えられます。
　調査区中央で検出した溝（SD1～ 3）は、遺物が出土しなかったため時期は不明ですが、
現在の宅地と水田の境界の下に位置していることから、近世においても南側に位置する
宅地と耕作地を区画するための溝であったと考えられます。
　過去の調査（2008 年度の東広島市教育委員会・財団法人東広島市文化振興事業団によ
る調査）では 14世紀代の遺物が出土していたことから、本調査区においても中世の遺構
が検出されることが期待されましたが、近世より古いと断定できる遺構を今回の調査で
は確認することはできませんでした。中世より古い遺物も数点ほど出土しましたが、い
ずれも包含層からの出土で、上流から流入したものと推測されます。

　本調査の報告書『西中郷遺跡発掘調査報告書 2』は令和 5年 7月 31日に発行しており
ます。市内の図書館等でご確認していただけると幸いです。
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柵列（SA1）

掘立柱建物（SB1)

掘立柱建物（SB2)

調査区位置図（S＝１/5,000)

ファミリーマート西条町田口店

至 広島大学

SA1・SB1・SB2 平面・断面図（S＝１/50）
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厠または肥溜めと考えられる土坑（SK1・2）（西から撮影）

磁器皿（SX1 出土）

陶器碗（掘立柱建物 SB1-P2 から出土） 簪
（土坑 SK1 北側の落ち込み状遺構 SX2 から出土）遺構配置図 オルソ平面
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令和５年度出土文化財報告会 

令和５年度 四日市遺跡の発掘調査成果について－街路整備事業吉行泉線－ 

 

東広島市教育委員会生涯学習部文化課調査係 

（東広島市出土文化財管理センター）佐武 壮太  

・四日市遺跡 

 四日市遺跡は、ＪＲ西条駅南側に広がる遺跡で、古くから様々な時代の集落が営まれた

場所ですが、その中でも遺跡名が示すとおり、江戸時代の主要道である西国街道（近世の

山陽道）沿いに営まれた宿場町、「四日市宿」の町屋跡が主な遺構です。今回の計画地はそ

の町屋跡が集中するエリアから南側へやや離れた場所を調査しました。 

・調査の概要 

 発掘調査は令和５年５月～６月にかけて実施しました。調査の結果、下層（地山面）で

作業小屋の可能性がある小ピット群が検出され、上層（近代面）では石列を検出し、 

元々田（農地）であった場所を近代になって埋め立てた造成の痕跡が確認されました。遺

物としては須恵器、土師質土器、陶磁器、瓦など、主に近世から近代にかけての遺物が出

土しています。 

 

 

 

 

 

                                      ← 遺跡位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発掘調査範囲 → 

 

 

 

 

 

四日市遺跡 

西国街道 



 
 

 
 

 

 
 

ピット群 

（作業小屋か？） 

① 四日市遺跡 Ａ調査区 

検出した遺構：石列 

出土した遺物：須恵器、土師質土器、陶磁器、

瓦、など 

要約：近世を中心に栄えた四日市宿から南に

やや離れた部分を調査しました。その

結果、近代の遺構面から、石列が検出

されました。当該地は、中世～近世に

は農地（田）であったと考えられ、近

世の町屋跡に関する明確な遺構は確

認されませんでした。現在の宅盤面は

近代以降の造成で整地されたと考え

られます。 

 

② 四日市遺跡 Ｂ調査区 

検出した遺構：石列・ピット群 

出土した遺物：須恵器、土師質土器、陶磁器、

瓦、など 

要約：続けて上記調査範囲のすぐ北側部分を

調査しました。その結果、下層（地山

面）から小ピット群、上層（近代面）

から石列が検出されました。当該地も、

中世～近世には農地（田）であったと

考えられ、近世の町屋跡に関する明確

な遺構は確認されませんでした。こち

らもやはり近代以降の造成でかさ上げ

されたと考えられます。 

 

 

Ａ調査区完掘状況（下層面：南から） 

Ｂ調査区完掘状況（下層面：北から） 


